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元
代
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
統
治
下
に
お
い
て
、
漢
民
族
の
文
芸
上
に
新
た
な
潮
流
が
起
こ
り
始
め
た
。
中
国
北
方
で
は
、
雑
劇
が
異
様

な
程
の
盛
行
を
見
た
。
十
三
世
紀
に
な
っ
て
そ
の
影
響
は
江
南
に
及
ん
だ
。
雑
劇
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
は
、
そ
の
後
衰
退
す
る
が
、

伝
統
的
な
詩
文
の
世
界
に
お
い
て
も
、
宋
詩
の
旧
套
を
脱
し
て
清
新
な
息
吹
が
見
え
始
め
る
。
当
初
は
、
政
治
の
中
心
地
大
都
を
舞
台
と

し
て
い
わ
ゆ
る
元
の
四
大
家
が
活
躍
す
る
が
、
や
が
て
南
宋
の
故
地
で
あ
る
江
南
地
域
に
俊
秀
が
あ
ら
わ
れ
始
め
る
。
楊
維
槙
を
代
表
七

し
て
、
吉
川
幸
次
郎
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
市
民
の
詩
」
が
、
従
来
の
専
門
家
の
詩
に
代
わ
っ
て
お
こ
り
、
次
代
の
明
代
の
文
学
思
潮

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
　
一
吉
川
幸
次
郎
氏
『
元
明
詩
概
説
』
）

　
こ
れ
ら
新
た
な
潮
流
を
担
っ
た
人
々
が
、
例
え
ば
宋
代
、
ま
た
次
の
明
代
と
比
べ
て
、
意
外
に
少
人
数
で
あ
る
こ
と
に
、
後
世
の
我
外

は
驚
く
。
互
い
に
顔
見
知
n
ノ
の
、
友
人
ま
た
は
師
弟
の
関
係
で
結
ば
れ
た
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
が
、
次
第
に
、
文
壇
は
勿
論
、
政
治
の
世
界

に
お
い
て
も
実
権
を
握
っ
て
ゆ
き
、
他
を
圧
倒
し
て
、
後
世
に
名
を
残
し
て
い
く
　
　
そ
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
元
代
前
期
に
お

い
て
は
、
中
原
地
域
の
元
好
間
ら
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
詩
文
の
み
な
ら
ず
雑
劇
の
世
界
で
も
中
核
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、

後
期
に
お
い
て
は
、
元
の
四
大
家
の
過
半
も
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
江
南
出
身
者
が
、
楊
維
槙
や
高
啓
、
宋
溝
と
い
っ
た
人
達
の
ま
わ
り

で
活
動
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
後
世
か
ら
そ
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
は
、
あ
ま
た
の
群
小
詩
人
が
、

競
い
あ
っ
て
、
新
た
な
時
代
を
切
り
開
一
」
う
と
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
元
人
自
身
が
撰
ん
だ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
無
名
作

家
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
例
え
ば
、
詩
の
結
社
「
月
泉
吟
社
」
が
「
春
日
田
園
雑
興
」
を
題
と
し
て
、
詩
作
の

　
元
末
文
人
に
関
す
る
一
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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ニ

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
た
結
果
が
残
っ
て
い
る
が
、
当
選
者
二
百
八
十
名
の
名
前
は
、
一
部
を
除
い
て
他
の
史
料
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
ご
く
少
数
の
超
一
流
の
文
人
は
、
決
し
て
彼
ら
だ
け
で
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
多
数
の
有
名
、
無
－

名
の
知
識
人
が
ひ
か
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
能
う
か
ぎ
リ
そ
の
全
体
を
視
野
に
お
さ
め
る
こ
と
が
文
学
史
研
究
の
理
想
と
い
え
よ
う
。

　
本
稿
で
は
、
元
末
の
文
壇
の
立
役
者
で
あ
っ
た
、
楊
維
槙
の
麟
尾
に
付
す
る
格
好
で
後
世
に
名
を
残
し
た
と
、
恐
ら
く
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
、
顧
徳
輝
と
い
う
人
物
が
、
い
か
に
、
元
末
文
壇
の
思
潮
め
影
響
を
受
け
た
か
、
ま
た
逆
に
、
い
か
に
、
楊
維
槙
の
有
力
な
パ
ト

ロ
ン
と
し
て
、
元
末
の
文
壇
に
参
加
し
て
い
っ
た
か
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
末
の
文
人
の
あ
り
よ
う
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
顧
徳
輝
（
二
二
一
〇
－
ニ
ニ
六
九
）
の
伝
記
を
考
証
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
清
の
顧
嗣
立
の
輯
し
た
〕
兀
詩
選
」
所

載
の
伝
記
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
事
蹟
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　
「
（
顧
）
瑛
、
一
名
は
阿
瑛
、
別
名
は
徳
輝
。
字
は
仲
瑛
。
」
瑛
の
名
で
文
献
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
。
　
「
山
昆
山
の
人
な
り
。
」
箆
山
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
り

楊
維
槙
の
隠
居
し
た
松
江
の
近
く
で
あ
る
。
　
「
世
よ
界
渓
の
上
に
居
す
。
」
別
の
資
料
に
よ
れ
ば
宋
以
未
の
名
家
で
、
富
裕
な
家
で
あ
っ

た
。
－
「
財
を
軽
ん
じ
、
客
を
結
ぷ
。
年
三
十
に
し
て
、
節
を
折
り
て
読
書
す
。
古
書
一
名
画
、
三
代
以
来
の
舞
鼎
を
購
い
、
秘
玩
集
録
し
、

鑑
賞
す
る
こ
と
虚
日
無
し
。
」
骨
董
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
科
挙
を
受
験
し
て
「
茂
才
に
挙
げ
ら
る
。
会
稽
教
諭
に
署
せ
ら
れ
、
行

　
　
　
　
ま
ね

省
属
官
に
辞
か
る
る
も
、
皆
就
か
ず
。
」
官
職
に
は
っ
か
な
か
っ
た
。
　
「
年
四
十
に
し
て
、
家
産
を
以
て
其
の
子
元
臣
に
付
し
、
玉
山
草

堂
を
ト
築
す
。
」
隠
居
し
て
家
財
を
子
に
譲
り
、
玉
山
草
堂
な
る
大
別
荘
を
営
ん
だ
。
そ
の
玉
山
草
堂
は
、
「
園
池
・
亭
樹
・
饒
館
・
声
伎

の
盛
ん
な
る
は
、
天
下
に
甲
た
り
。
」
こ
の
こ
ろ
か
ら
文
人
達
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
活
躍
し
始
め
る
。
　
「
四
方
の
名
士
の
、
張
仲
挙
、
楊

廉
夫
一
維
槙
の
ご
と
一
、
椥
九
思
、
李
孝
先
、
鄭
明
徳
、
侃
元
鎮
の
若
き
も
の
、
方
外
の
、
張
伯
雨
、
干
彦
成
、
埼
元
瑛
の
輩
の
若
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ

常
に
其
の
家
に
主
と
な
り
、
日
夜
酒
を
置
い
て
詩
を
賦
す
。
二
妓
の
、
小
璃
花
、
南
枝
秀
と
日
う
者
有
り
、
宴
会
に
遇
う
毎
に
、
靱
ち
命

　
　
　
　
す
す

じ
て
膓
を
侑
め
し
む
。
一
時
の
風
流
文
雅
は
、
東
南
に
著
称
せ
ら
る
。
」
東
南
す
な
わ
ち
江
南
地
帯
に
名
を
高
く
し
た
。
元
末
の
混
乱
が

始
ま
る
。
　
「
准
張
、
呉
に
拠
る
。
」
准
張
と
は
張
士
誠
の
こ
と
で
あ
る
。
　
「
嘉
興
の
合
渓
に
隠
る
。
母
の
喪
に
し
て
緯
渓
に
帰
る
。
張
氏
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お

再
び
之
を
辞
く
。
断
髪
し
て
墓
に
魔
り
し
、
釈
典
を
緒
閲
す
。
自
ら
金
粟
道
人
と
称
す
。
」
こ
こ
ま
で
は
、
う
ま
く
身
を
処
し
た
の
で
あ

る
が
、
一
元
明
革
命
に
お
い
て
、
息
子
の
元
臣
が
元
の
役
人
で
あ
っ
た
の
に
連
座
し
て
、
臨
濠
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
、
や
が
て
没
し
た
。
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「
至
正
の
末
、
元
臣
、
水
軍
副
都
万
戸
恩
封
武
略
将
軍
水
軍
千
戸
飛
騎
尉
銭
唐
県
男
と
為
る
。
洪
武
元
年
、
元
臣
の
元
の
故
官
為
る
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

て
、
例
と
し
て
臨
濠
に
徒
る
。
二
年
三
月
卒
す
。
」
淡
泊
を
旨
と
し
た
彼
に
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
っ
た
。
　
「
自
ら
墳
志
を
為
り
て
、

其
の
子
を
戒
し
む
ら
く
、
貯
衣
、
桐
帽
、
櫻
鞍
、
布
機
を
以
て
纏
裏
し
て
土
に
入
れ
よ
、
と
。
嘗
て
自
ら
其
の
像
に
題
し
て
目
く
、
儒
衣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
き

僧
帽
、
道
人
の
鞍
、
天
下
の
青
山
骨
を
埋
む
可
し
。
若
し
向
時
の
豪
佼
の
興
を
説
か
ば
、
五
陵
の
鞍
馬
洛
陽
街
に
あ
り
と
。
」
自
著
及
び

編
著
が
残
っ
て
い
る
。
　
「
著
す
所
に
、
玉
山
瑛
藁
有
り
。
一
時
の
高
人
勝
流
の
分
題
宴
集
の
作
を
会
粋
し
て
玉
山
名
勝
集
と
為
す
。
又
其

の
慶
笥
の
蔵
す
る
所
を
第
し
て
、
都
べ
て
一
集
と
為
し
、
草
堂
雅
集
と
日
う
。
又
、
玉
山
饒
別
寄
贈
詩
及
び
玉
山
紀
遊
詩
有
り
。
則
ち
汝

陽
の
哀
華
の
編
す
る
所
な
り
。
」

　
顧
徳
輝
は
、
大
体
以
上
の
ご
と
き
人
物
で
あ
る
が
、
ま
ず
彼
の
別
荘
で
あ
り
、
当
時
の
江
南
文
壇
の
最
も
中
心
的
な
サ
ロ
ン
と
な
っ
た
、
1

玉
山
草
堂
の
文
学
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　
〕
兀
詩
選
」
で
は
、
こ
の
顧
徳
輝
の
伝
記
に
続
い
て
、
李
一
初
一
李
那
、
元
末
明
初
の
人
一
の
玉
山
草
堂
に
関
す
る
評
価
を
引
く
の
で
、

つ
い
で
に
引
い
て
お
く
。
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「
李
一
初
日
く
、
玉
山
草
堂
は
、
良
辰
美
景
に
、
士
友
群
集
す
。
四
方
の
能
く
文
辞
を
為
る
者
は
、
凡
そ
蘇
一
州
一
に
過
ぎ
れ
ば
、
必
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な
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へ
だ

ず
焉
に
之
く
。
歓
意
は
濃
決
に
し
て
、
興
の
至
る
所
に
随
う
。
尊
姐
を
羅
べ
硯
席
を
陳
ぶ
。
列
坐
分
題
し
て
、
賓
主
を
間
っ
る
無
し
。
仙

翁
、
釈
子
も
亦
た
往
々
に
し
て
在
り
。
長
短
雑
体
有
ら
ざ
る
所
塵
し
。
」

　
要
領
よ
く
、
こ
の
玉
山
草
堂
の
特
徴
を
、
そ
の
主
人
の
顧
徳
輝
の
人
と
な
リ
を
し
の
ば
せ
る
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
庭
園
自
体
の
美
し
さ
が
主
目
的
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
当
初
か
ら
文
学
サ
ロ
ン
と
し
て
草
堂
を
設
け
る
こ
と
に
彼
の
主

意
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
由
で
気
前
が
よ
か
っ
た
。
主
人
と
客
の
区
別
無
く
詩
作
を
楽
し
み
、
道
士
や
僧
な
ど
方
外
の
士
も
や
っ
て
釆

た
。
最
後
の
一
句
は
、
直
接
に
は
、
生
み
出
さ
れ
た
文
学
作
品
の
多
い
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
が
伝
統
的
な
詩
文
（
長
は
古
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す
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二
四

詩
、
短
は
律
詩
、
絶
句
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
）
の
ジ
ャ
ン
ル
の
み
な
ら
ず
、
雑
体
　
　
恐
ら
く
は
詞
曲
の
ご
と
き
俗
と
さ
れ
た
韻
文

の
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
読
み
と
れ
よ
う
。
楊
維
槙
が
、
詞
を
一
首
も
残
さ
ぬ
の
に
対
し
て
、
顧
徳
輝
は
数
首
な
が
ら
も
残
し

て
い
る
。

　
和
漢
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
こ
の
よ
う
な
自
由
な
文
学
サ
ロ
ン
と
気
前
の
よ
い
パ
ト
ロ
ン
の
存
在
は
、
文
学
の
発
展
に
大
い
に
寄
与

す
る
の
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
こ
の
玉
山
草
堂
の
建
設
に
こ
め
ら
れ
た
顧
徳
輝
の
意
図
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　
汝
陽
の
衰
華
の
「
金
粟
道
人
顧
君
墓
詩
銘
」
　
（
「
強
斎
集
」
所
収
一
に
よ
る
と
、
先
に
引
い
た
伝
記
の
こ
の
草
堂
に
関
す
る
部
分
に
っ

い
て
、
や
や
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

　
「
（
顧
徳
輝
は
一
年
四
十
を
瞼
え
て
、
田
業
悉
く
子
婿
に
付
す
。
旧
第
の
西
偏
に
石
を
塁
ね
て
小
山
と
為
す
。
左
右
の
亭
館
若
干
所
。

傍
ら
に
雑
花
木
を
植
え
て
、
梧
竹
を
以
て
相
映
帯
せ
し
む
。
総
じ
て
之
に
名
づ
け
て
玉
山
佳
処
と
為
す
。
詩
に
玉
山
侶
和
等
有
り
。
集
は

世
に
行
わ
る
。
」

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
て
、
顧
徳
輝
は
草
堂
の
建
設
に
乗
り
出
し
た
か
。

　
鄭
元
祐
の
撲
す
る
所
の
「
玉
山
草
堂
記
」
に
含
蓄
に
富
む
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
煩
を
い
と
わ
ず
に
全
文
を
引
く
。
　
一
「
僑

呉
録
」
所
収
一

　
「
昔
王
摩
詰
は
荘
を
輯
川
に
置
く
。
藍
田
、
玉
山
の
勝
有
り
。
其
の
竹
里
館
は
、
編
茅
覆
瓦
相
参
じ
て
以
て
室
と
為
す
。
是
に
於
い
て
、

杜
少
陵
之
が
為
に
詩
を
賦
し
、
玉
山
草
堂
と
日
う
者
有
り
。
景
は
既
に
偏
え
に
勝
れ
、
詩
は
尤
も
絶
倫
な
り
。
後
六
百
余
年
、
呉
人
顧
仲

瑛
氏
、
界
渓
に
家
す
。
渓
は
山
昆
山
に
瀕
す
。
仲
瑛
は
詩
を
為
る
に
工
み
に
し
て
、
心
に
窃
か
に
二
子
を
慕
う
也
。
亦
た
其
の
堂
魔
の
西
に

於
い
て
、
茅
茨
瓦
を
雑
え
て
屋
を
為
す
こ
と
若
干
橿
。
少
陵
の
詩
語
を
用
い
て
一
扁
し
て
、
玉
山
草
堂
と
日
う
。
其
の
幽
閲
佳
勝
、
管
を

め
ぐ糠

る
こ
と
四
周
。
尽
く
梅
と
竹
と
を
植
う
。
珍
奇
の
山
石
、
壊
異
の
花
卉
も
亦
た
芽
羅
す
。
而
し
て
列
堂
の
上
に
壷
築
し
て
以
て
娯
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

と
為
し
膓
詠
し
て
以
て
楽
し
み
と
為
す
。
蓋
し
虚
日
無
し
焉
。
客
に
其
の
家
に
過
ぎ
る
有
れ
ば
、
喜
ん
で
草
堂
に
即
き
て
以
て
休
み
優
す
。
」

　
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
「
玉
山
草
堂
」
の
命
名
は
、
杜
甫
と
王
維
に
対
す
る
敬
慕
に
発
し
、
杜
甫
の
詩
の
中
の
語
を
用
い
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
我
々
は
、
元
末
の
文
人
の
尚
古
趣
味
　
　
特
に
唐
詩
に
対
す
る
　
　
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
と
は
そ
う



簡
単
で
は
な
い
。
鄭
元
祐
は
続
け
る
。

　
「
（
顧
）
伸
瑛
は
之
が
記
を
為
す
を
乞
う
。
客
乃
ち
之
が
為
に
言
い
て
日
く
、
夫
れ
物
の
有
初
を
責
む
る
は
、
其
の
来
た
る
や
尚
し
夷
。

蓬
古
の
時
に
在
り
て
所
謂
標
枝
に
し
て
野
鹿
（
の
ご
と
し
）
。
之
を
久
し
う
し
て
始
め
て
以
て
前
に
章
す
る
を
知
る
。
夫
の
上
衣
下
裳
の

日
に
及
び
て
亦
た
何
ぞ
方
尺
の
章
以
て
膝
の
上
を
蔽
う
を
取
ら
ん
や
。
然
れ
ど
も
、
是
く
の
若
く
せ
ざ
れ
ば
、
以
て
之
を
法
服
と
謂
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

足
ら
ず
。
其
の
初
め
を
忘
れ
ざ
る
者
を
示
す
、
其
の
意
見
る
可
し
。
窃
か
に
意
う
に
、
上
棟
下
宇
の
始
ま
る
也
、
其
の
草
以
て
室
を
為
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

が
若
き
は
、
当
に
必
ず
陶
瓦
の
先
に
在
る
べ
し
。
今
に
し
て
瓦
を
覆
う
は
、
茅
よ
り
も
利
な
る
こ
と
百
倍
也
。
其
の
索
絢
し
て
以
て
屋
に

乗
る
者
は
、
貧
し
き
者
巳
む
を
得
ざ
る
也
。
仲
瑛
瓦
を
覆
い
て
室
す
る
が
若
き
者
は
数
百
橿
に
亘
る
。
櫛
比
し
て
鱗
次
す
る
こ
と
波
水
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

若
く
然
り
。
然
れ
ど
も
猶
此
の
草
堂
を
構
う
る
者
は
、
童
に
但
に
少
陵
、
摩
詰
を
追
慕
す
る
の
み
な
ら
ん
乎
。
蓋
し
亦
た
古
人
其
の
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

を
忘
れ
ざ
る
の
謂
い
也
。
仲
瑛
詩
を
嗜
む
こ
と
飢
渇
す
る
が
如
し
。
古
初
に
冥
心
す
る
毎
に
、
詩
を
草
堂
の
下
に
蛾
す
。
既
に
以
て
篇
什

を
成
す
。
又
綴
絵
し
て
以
て
之
が
図
を
為
す
。
今
復
た
客
に
命
じ
て
之
が
記
を
為
さ
し
む
焉
。
其
の
草
堂
に
於
い
て
拳
拳
た
る
こ
と
此
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

の
若
し
、
勢
い
と
し
て
且
に
涜
花
渓
、
輯
川
荘
と
同
じ
く
、
名
を
久
遠
に
檀
い
ま
ま
に
せ
ん
。
豊
に
特
だ
に
其
の
初
め
を
忘
れ
ざ
る
の
謂

い
の
み
な
ら
ん
哉
。
客
な
る
者
は
遂
昌
山
樵
、
鄭
元
祐
な
り
。
其
の
之
が
記
を
為
す
は
、
則
ち
至
正
九
年
秋
九
月
一
日
な
り
と
云
う
。
」

　
顧
徳
輝
へ
の
賞
讃
を
強
調
す
る
た
め
に
複
雑
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
い
る
の
で
論
理
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
鄭
元
祐
は

顧
徳
輝
の
草
堂
を
作
っ
た
気
持
を
次
の
如
く
付
度
す
る
。

　
た
だ
杜
甫
や
王
維
を
慕
う
だ
け
で
は
な
い
。
富
裕
で
あ
り
な
が
ら
か
よ
う
な
草
ぷ
き
の
あ
ば
ら
や
を
た
て
た
の
は
、
杜
甫
や
王
維
等
よ

り
も
ず
っ
と
前
の
太
古
の
家
の
あ
り
よ
う
を
忘
れ
ぬ
が
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
草
堂
は
、
王
維
の
別
荘
が
後
世
に
名
を
残
し
た
ご
と

く
、
未
来
永
劫
に
名
を
残
す
で
あ
ろ
う
と
。

　
元
詩
は
、
唐
詩
へ
の
回
帰
、
復
古
を
志
向
す
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
志
向
は
、
回
帰
や
復
古
の
語
だ
け
で
は
表
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し

せ
ぬ
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
を
太
古
（
其
の
初
め
を
忘
れ
ず
）
か
ら
未
来
（
名
を
久
遠
に
檀
い
ま
ま
に
す
一
へ
の
時
間
の
流
れ
の
中
に
自

ら
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
志
向
、
歴
史
秩
序
へ
の
志
向
と
い
う
風
に
筆
者
は
表
現
し
た
い
。
単
純
に
古
人
に
帰
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

古
人
が
も
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
時
間
秩
序
の
感
覚
へ
帰
る
と
い
う
こ
と
を
、
顧
徳
輝
や
鄭
元
祐
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
元
末
文
人
に
関
す
る
一
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
こ
れ
は
、
楊
維
槙
が
、
一
方
で
秩
序
破
壊
者
の
如
き
生
活
態
度
を
持
ち
な
が
ら
、
他
方
、
春
秋
学
者
と
し
て
歴
史
の
正
統
性
を
追
求
し
、

一
見
、
自
由
奔
放
に
見
え
る
そ
の
作
品
も
、
実
は
過
去
に
模
範
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
の
に
、
極
め
て
接
近
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

　
楊
維
槙
の
「
玉
山
草
堂
雅
集
の
序
」
一
「
東
維
子
集
」
一
も
、
同
様
の
観
点
で
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
「
山
昆
山
の
顧
仲
瑛
、
其
の
嘗
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
ほ

与
に
遊
ぷ
所
の
者
の
往
還
、
唱
和
及
び
雑
賦
の
詩
を
衰
め
て
、
悉
く
諸
を
梓
に
録
り
、
編
秩
既
に
成
る
。
余
に
；
胃
を
求
め
て
以
て
諸
首

に
引
た
ら
し
む
。
余
呉
に
来
り
て
見
る
に
、
呉
の
大
姓
の
家
、
人
に
友
す
る
者
、
往
々
市
道
な
る
耳
。
勢
要
な
る
耳
。
声
色
貨
利
な
る
耳
。

声
利
を
好
ま
ず
し
て
雑
流
を
好
む
者
は
寡
し
集
。
矧
ん
や
儒
流
を
好
む
を
や
。
儒
流
を
好
ま
ず
し
て
、
書
数
を
好
む
者
は
寡
し
集
。
矧
ん

や
文
墨
章
句
を
好
み
て
不
朽
の
事
と
為
す
を
や
。
」

　
「
不
朽
の
事
」
と
い
う
語
が
現
わ
れ
る
の
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
市
道
、
勢
要
、
声
色
貨
利
な
ど
の
目
先
の
現
実
を
追
う
の
で
は
な

く
、
ま
た
そ
れ
ら
よ
り
は
高
度
で
あ
ろ
う
が
や
は
り
あ
く
ま
で
も
現
実
世
界
の
中
だ
け
の
秩
序
を
目
指
し
が
ち
な
儒
流
を
好
む
に
と
ど
ま

る
の
で
は
な
く
、
現
実
を
超
越
し
た
歴
史
秩
序
　
　
過
去
か
ら
未
来
へ
と
永
遠
に
続
く
、
「
不
朽
の
大
事
」
た
る
文
章
に
心
を
く
だ
く
人
が

少
な
い
な
か
で
顧
君
だ
け
は
違
う
と
楊
維
槙
は
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め

　
「
一
顧
）
伸
瑛
は
嗜
好
既
に
彼
に
異
な
る
。
故
に
其
の
友
を
取
る
も
亦
た
異
な
る
。
其
の
内
交
を
余
に
首
と
す
る
や
、
亭
を
築
き
て
は
、

其
の
亭
は
以
て
余
の
学
ぷ
所
を
尊
ぷ
也
と
日
い
、
楊
を
設
け
て
は
、
其
の
楊
は
以
て
余
の
止
ま
る
所
を
殊
に
す
る
也
と
日
う
。
」

　
顧
が
楊
を
特
別
待
遇
で
大
切
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
は
更
に
踏
み
込
ん
で
、
永
遠
の
歴
史
秩
序
の
権
化
た
る
顧

が
、
楊
を
聖
別
し
て
そ
の
秩
序
の
中
に
位
置
づ
け
て
く
れ
る
こ
と
に
対
す
る
大
き
な
感
激
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
た
い
。
だ
か
ら
、

「
余
何
を
か
修
め
て
此
を
得
る
哉
」
と
い
う
強
い
い
ぶ
か
り
が
続
く
。
　
「
蓋
し
伸
瑛
の
義
を
慕
い
て
賢
を
好
む
こ
と
、
将
に
以
て
始
め
を

余
に
示
さ
ん
と
す
。
始
め
を
余
に
示
し
て
、
而
し
て
海
内
の
士
、
余
よ
り
賢
な
る
者
有
り
て
至
ら
ん
夷
。
故
に
其
の
友
を
取
る
こ
と
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

益
す
衆
く
、
文
墨
の
聚
ま
る
所
を
計
る
に
日
に
益
す
多
か
ら
ん
。
此
、
草
堂
雅
集
の
家
よ
り
出
で
て
外
に
布
く
也
。
余
よ
り
次
し
て
凡
そ

五
十
余
家
、
詩
凡
そ
七
百
余
首
を
集
む
。
其
の
工
拙
浅
深
は
自
ら
定
品
有
り
。
観
る
者
、
余
の
評
裁
を
待
た
ざ
る
こ
と
有
る
也
。
其
れ
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
か
　
　
　
　
た
く
　
　
　
　
　
　
た
や

い
は
、
短
を
護
り
愚
に
懸
り
、
持
し
て
多
き
を
以
て
人
を
上
が
ん
者
あ
ら
ん
か
、
伸
瑛
自
家
ら
権
度
し
、
又
軌
↑
能
く
是
非
し
て
、
之
を

　
　
　
　
　
　
　
た
び

去
取
せ
ん
。
此
の
次
、
其
れ
観
る
可
き
者
有
ら
ん
。
」
こ
の
あ
た
り
は
、
読
み
づ
ら
い
が
、
歴
史
秩
序
を
身
に
つ
け
た
顧
の
も
と
に
集
ま
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の

作
品
は
、
文
壇
の
第
一
人
者
た
る
楊
の
力
を
ま
っ
ま
で
も
な
く
、
自
ず
か
ら
取
捨
選
択
せ
ら
れ
、
秩
序
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期

待
し
確
信
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
之
を
撞
る
者
は
、
其
の
人
の
貴
賎
稚
宿
及
び
老
釈
の
門
を
異
に
す
る
を
論
ず
る
無
く
」
う
わ

べ
の
違
い
に
関
係
な
く
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
「
其
の
条
貫
を
総
べ
る
こ
と
、
金
石
の
相
宣
べ
、
塩
梅
の
相
済
す
が
若
き
也
。
」
微
妙
な
秩
序

に
よ
っ
て
、
全
体
に
条
理
が
通
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
作
者
達
の
世
間
的
な
う
わ
べ
の
違
い
は
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

顧
の
編
む
「
草
堂
雅
集
」
に
よ
っ
て
逆
に
作
者
達
の
価
値
が
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
蓋
し
必
ず
雅
集
に
得
る
者
有
る
べ
し
。
雅
集
に

得
れ
ば
、
則
ち
亦
た
其
の
人
と
為
り
を
得
る
者
有
ら
ん
焉
。
仲
瑛
読
書
の
室
は
、
玉
山
草
堂
と
日
う
。
故
に
集
は
之
を
以
て
名
づ
く
。
其

の
自
著
に
玉
山
撲
稿
、
玉
山
楽
府
有
り
、
時
に
行
わ
る
と
云
う
。
至
正
九
年
夏
五
月
十
有
二
日
。
」

　
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
顧
徳
輝
を
ほ
め
た
た
え
る
の
が
、
半
ば
の
目
的
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
、
彼
の
実
力
に
つ
い
て
割
り
引
い
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
に
期
待
さ
れ
る
役
割
が
、
単
に
場
所
と
資
金
の
提
供
者
に
な
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、

目
き
き
と
↓
て
文
壇
を
秩
序
づ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
名
家
の
出
で
、
茂
才
に
挙
げ
ら
れ
た
彼
に
は
、
そ

の
資
格
が
十
分
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
・
顧
徳
輝
自
身
は
い
か
な
る
意
識
を
も
っ
て
い
た
か
。
相
当
な
使
命
感
を
、
や
は
り
彼
な
り
に
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

文
学
の
サ
ロ
ン
と
し
て
の
玉
山
草
堂
及
び
周
囲
の
庭
園
に
、
当
然
多
額
の
資
金
を
っ
ぎ
こ
ん
だ
の
み
な
ら
ず
、
楊
維
槙
ら
一
流
文
人
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
に
意
を
用
い
た
ら
し
い
。
　
「
玉
山
草
堂
」
と
い
う
命
名
の
裏
に
あ
る
意
図
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。

　
彼
の
、
現
存
す
る
数
少
な
い
散
文
に
「
拝
石
壇
記
」
な
る
も
の
が
あ
る
。
　
「
拝
石
壇
」
は
、
彼
の
別
荘
の
名
勝
の
一
っ
で
あ
る
。

（
「
玉
山
瑛
稿
」
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

「
瑛
は
素
よ
り
米
顛
の
癖
有
り
。
奇
峰
怪
石
を
見
れ
ば
、
靱
ち
俳
個
顧
恋
し
て
、
舎
て
去
る
に
忍
び
ず
、
或
い
は
百
計
も
て
之
を
求
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

得
ざ
る
者
は
、
必
ず
其
の
形
似
を
図
写
し
て
、
諾
を
草
堂
壁
間
に
標
し
て
以
て
風
格
と
為
し
て
後
に
供
す
。
至
元
戊
寅
四
月
下
灘
、
老
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

巖
曳
を
東
城
の
奄
に
訪
ぬ
、
蕎
は
即
ち
故
の
宋
の
周
太
尉
の
宅
な
り
。
断
垣
の
外
、
燕
麦
の
中
に
、
優
山
の
在
る
有
り
焉
。
遂
に
榛
を
披

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

し
て
辣
を
約
し
、
衣
を
菱
げ
て
登
る
。
其
の
上
に
諸
峯
羅
立
す
る
も
、
巳
に
好
事
者
の
為
に
挽
載
せ
ら
れ
て
去
る
。
独
り
一
石
の
壁
に
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

る
有
り
。
其
の
左
股
を
失
う
。
高
梧
の
下
に
敬
臥
す
。
上
に
老
披
題
識
膓
詠
の
語
有
り
。
之
を
易
え
て
帰
り
、
諸
を
中
庭
に
立
っ
。
石
の

　
元
末
文
人
に
関
す
る
一
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

挺
挺
抜
抜
た
る
、
老
披
の
山
林
丘
堅
の
間
に
立
つ
が
如
し
。
愈
よ
其
の
孤
標
雅
致
を
見
る
也
。
瑛
之
に
梯
拭
を
加
え
、
永
く
子
孫
の
宝
玩

と
為
す
。
明
年
杢
章
閣
竪
書
博
士
丹
丘
村
敬
仲
下
訪
し
、
見
て
之
を
奇
と
す
。
再
拝
し
て
名
を
題
し
て
去
る
。
丹
丘
は
辞
翰
襲
博
、
有
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

の
元
章
也
。
是
に
於
て
、
石
を
瑚
り
て
壇
と
為
し
、
字
し
て
拝
石
と
日
う
。
後
三
月
に
し
て
御
史
白
野
達
兼
善
来
観
す
。
村
の
逸
を
嘉
し

て
、
為
に
古
蒙
の
拝
石
二
宇
を
壇
に
作
る
。
又
、
寒
翠
を
隷
し
て
以
て
其
の
所
を
美
む
。
石
の
名
是
由
n
・
愈
よ
重
し
。
然
れ
ど
も
皆
未
だ

紀
す
る
所
の
詳
を
知
ら
ず
。
至
正
乙
末
冬
周
履
道
、
梁
鴻
山
自
り
老
披
手
帖
を
携
贈
す
。
之
を
読
む
に
乃
ち
是
れ
忠
玉
提
刑
の
快
哉
亭
飲

移
に
答
う
る
者
な
n
ノ
、
上
に
貫
秋
堅
の
私
印
有
り
。
其
の
辞
は
、
紀
石
と
甚
だ
肖
る
。
嘗
て
記
す
。
大
全
集
中
に
、
王
忠
玉
虎
丘
に
遊
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た

の
詩
に
次
す
る
有
り
、
王
忠
玉
諸
公
と
西
湖
に
遊
ぷ
次
韻
詩
有
り
。
劉
景
文
、
馬
忠
玉
に
答
う
る
詩
に
次
す
る
有
り
。
蓋
し
、
当
時
、
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

り
の
忠
玉
有
り
焉
。
然
れ
ど
も
、
執
れ
か
是
な
る
を
知
ら
ず
。
宋
史
を
考
す
る
に
及
び
、
元
祐
四
年
、
披
は
翰
林
学
士
兼
知
礼
部
為
り
。

事
を
論
ず
る
を
以
て
、
当
軸
者
の
恨
み
を
積
む
。
故
に
外
に
学
士
龍
図
閣
知
杭
州
を
拝
し
て
以
て
朝
誘
を
避
く
る
也
。
瑛
想
う
ら
く
、
老

披
は
風
流
暖
蓮
、
千
里
の
間
を
行
く
に
、
名
山
勝
水
有
れ
ば
、
豊
に
友
朋
と
酒
に
酔
い
詩
を
賦
し
以
て
其
の
意
を
快
と
せ
ざ
ら
ん
。
又
諸

雑
録
を
考
ず
る
に
忠
玉
は
乃
ち
王
規
父
の
姪
孫
。
先
に
披
は
維
揚
に
在
n
ノ
。
後
に
披
は
江
を
渡
る
。
披
は
其
の
詩
に
答
う
る
に
、
君
の
未

だ
江
を
渡
ら
ざ
る
に
及
び
、
我
が
勤
め
て
燭
を
乗
る
に
過
ぐ
の
句
有
り
。
是
則
ち
、
書
の
記
す
る
所
の
者
は
王
忠
玉
た
る
こ
と
疑
い
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ

夷
。
然
る
後
に
石
は
維
揚
の
故
物
に
し
て
帖
は
王
忠
玉
の
家
宝
な
る
を
知
る
也
。
肝
、
石
の
山
に
在
る
や
其
の
幾
千
万
年
な
る
か
を
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
な

ず
。
披
の
題
す
る
に
因
り
て
襲
し
て
山
よ
り
出
づ
る
者
、
又
其
の
幾
百
年
な
る
か
を
知
ら
ず
。
帖
の
寿
は
、
又
石
の
比
に
非
ず
。
丘
ハ
残
い

　
や

火
駿
き
、
人
手
に
流
落
す
る
者
亦
た
其
の
幾
百
年
な
る
か
を
知
ら
ず
。
今
一
日
二
一
美
併
せ
来
た
る
。
抑
も
、
神
物
の
会
合
す
る
所
有
る

耶
。
、
吾
れ
玉
山
際
遇
す
る
所
有
る
耶
。
又
思
う
、
丹
丘
、
白
野
二
十
年
な
ら
ず
し
て
仙
去
す
。
披
仙
、
霊
有
ら
ば
量
に
風
清
く
月
白
き
の

夜
・
二
公
を
挟
み
て
融
に
此
の
壇
に
遣
逢
す
る
能
わ
ざ
㌧
ん
乎
。
瑛
も
亦
た
量
に
、
古
玩
を
摘
み
て
、
一
榑
を
此
の
壇
に
醗
す
る
能
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し

ら
ん
乎
。
此
の
石
に
因
ら
ざ
れ
ば
、
其
れ
能
く
永
く
伝
え
ん
。
敬
ん
で
此
の
記
を
書
き
、
伯
盛
朱
茂
才
を
し
て
他
石
に
刊
せ
し
め
、
後
の

み覧
る
者
を
し
て
石
と
帖
と
井
び
に
拝
石
の
壇
、
自
り
て
来
た
る
所
有
る
を
知
ら
し
む
。
至
正
丙
申
正
月
五
日
金
粟
道
人
顧
瑛
　
玉
山
草
堂

に
書
す
。
」

　
こ
の
記
に
も
、
単
に
懐
古
趣
味
の
こ
と
ば
で
は
か
た
づ
け
ら
丸
な
い
価
値
感
覚
が
見
う
け
ら
れ
る
。
目
の
前
の
拝
石
壇
を
、
歴
史
の
中



に
い
か
に
正
確
に
位
置
づ
け
よ
う
か
と
い
う
強
固
な
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
。
蘇
東
披
の
手
跡
で
あ
る
こ
と
、
詩
で
答
え
た
相
手
が
王
忠
玉

で
あ
る
こ
と
を
考
証
す
る
く
だ
り
は
、
碑
文
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
か
ね
な
い
程
に
、
執
勧
、
綿
密
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
こ
の
拝
石
壇
に
関
わ
っ
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
、
歴
史
的
な
重
み
を
増
そ
う
と
し
て
い
る
。
特
に
、
元
朝
廷
の
杢
章
閣
で
、
宮
中

秘
蔵
の
法
帖
の
整
理
、
鑑
定
に
た
ず
さ
わ
っ
た
書
の
権
威
村
九
思
の
こ
の
石
に
対
す
る
感
嘆
（
決
し
て
鑑
定
で
は
な
い
）
は
決
定
的
な
役

割
を
果
た
す
。
更
に
、
石
が
何
千
万
年
も
山
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
、
や
や
突
飛
な
形
で
言
及
し
、
悠
久
な
時
問
の
流
れ

の
中
で
の
事
物
の
変
転
に
思
い
を
は
せ
、
こ
の
記
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
の
人
に
石
の
由
来
を
知
ら
し
め
ん
こ
と
を
書
い
て
未
来
へ

も
思
考
は
む
か
う
。
ま
た
、
蘇
東
披
の
赤
壁
の
賦
を
想
起
し
て
、
今
は
亡
き
村
九
思
ら
と
蘇
東
披
が
、
こ
の
拝
石
壇
に
遊
び
に
来
る
こ
と

を
ね
が
っ
て
、
更
に
重
層
的
に
歴
史
が
堆
積
す
る
。

　
わ
ず
ら
わ
し
い
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
歴
史
へ
の
こ
だ
わ
り
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
、
中
国
の
書
画
に
お
い
て
、
題
記
が
篇
幅
の
半

ば
以
上
を
犯
し
、
書
や
画
本
体
の
美
を
損
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
あ
ま
た
の
例
が
あ
る
の
を
見
て
、
異
様
な
感
じ
を
禁
じ
え
な
い
。
思
う
に
、

そ
れ
は
、
書
画
を
わ
が
物
に
し
よ
う
と
い
う
所
有
欲
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
歴
史
に
対
す
る
中
国
知
識
人
の
異
様
な
病
的
な
こ
だ

わ
り
が
し
か
ら
し
め
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
元
末
以
降
に
顕
著
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
玉
山
草
堂
」
の
空
間
の
細
部
に
い
た
る
ま
で
、
顧
徳
輝
の
綿
密
な
心
づ
か
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
規
模
の
壮
大
さ
や
豪
著
な
気
前
の
よ
さ
の
み
が
文
人
達
を
引
き
つ
け
た
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
細
か
な

歴
史
感
覚
が
当
時
の
時
流
に
乗
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
思
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
「
玉
山
草
堂
」
で
生
ま
れ
る
詩
作
が
、
全
て
重
層
的
な
歴
史
感
覚
を
詠
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

玉
山
の
名
勝
を
多
く
の
文
人
が
詠
っ
た
の
を
編
集
し
た
「
玉
山
名
勝
集
」
に
は
、
歴
史
を
詠
っ
た
も
の
は
少
な
く
む
し
ろ
淡
泊
な
叙
景
詩

が
多
い
。
筆
者
が
い
い
た
い
の
は
、
文
学
作
品
に
対
す
る
目
に
見
え
る
貢
献
で
は
な
く
て
、
文
学
作
品
が
生
ま
れ
や
す
い
よ
う
な
環
境
、

ム
ー
ド
作
り
に
顧
徳
輝
が
心
を
く
だ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
陳
基
の
「
夷
白
斎
稿
外
集
」
所
収
の
「
玉
山
草
堂
分
韻
書
序
」
に
見
え
る
顧
徳
輝
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
一
」
う
。

「
予
（
陳
基
）
は
玉
山
隠
君
と
別
る
る
こ
と
四
三
年
。
聞
く
な
ら
く
、
其
の
会
稽
の
楊
鉄
崖
、
遂
昌
の
鄭
有
道
、
匡
魔
の
干
錬
師
、
著
渓

　
元
末
文
人
に
関
す
る
一
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

の
剣
九
成
、
呉
僧
の
埼
元
瑛
と
日
び
詩
酒
の
娯
び
有
り
と
。
而
し
て
其
の
更
噌
迭
和
の
篇
什
に
見
わ
る
者
往
々
世
に
伝
類
せ
ら
る
。
而
る

に
、
予
は
汗
漫
の
役
を
以
て
、
河
洛
を
湖
り
、
嵩
岳
に
上
n
ノ
、
関
陳
を
歴
て
、
北
遊
し
て
京
師
に
客
と
な
n
ノ
、
居
庸
を
度
る
。
其
の
蹴
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と

す
る
所
を
計
る
に
菅
に
万
余
里
な
る
の
み
な
ら
ず
。
翠
翠
焉
と
し
て
寒
暑
に
鰯
れ
、
霜
露
を
犯
す
の
蓬
ま
あ
ら
ざ
る
に
方
り
、
又
何
に
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

り
て
か
、
杯
酒
を
持
ち
、
翰
墨
を
濡
ら
し
、
詠
歌
揮
酒
し
て
、
以
て
諸
を
君
子
の
列
に
廊
か
ん
や
。
今
年
孟
春
、
予
北
方
自
り
還
る
。
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

君
首
と
な
り
て
書
を
以
て
招
か
る
。
草
堂
に
過
ぎ
り
て
旬
日
の
留
を
為
す
。
時
に
子
い
て
、
鉄
産
は
去
り
て
春
秋
を
松
江
抑
沢
の
上
に
講

ず
。
有
道
は
呉
城
天
宮
里
に
隠
居
す
。
元
撲
も
亦
た
天
平
の
龍
門
仁
帰
n
・
、
而
し
て
九
成
は
則
ち
漕
豪
に
出
入
し
て
、
文
檀
を
執
り
て
以

て
公
家
の
務
を
理
む
。
朝
夕
、
予
と
侶
と
為
る
者
は
、
主
は
則
ち
隠
君
、
客
は
則
ち
錬
師
也
。
予
窃
か
に
念
ず
ら
く
、
三
数
年
来
、
馳
駆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

辛
苦
し
、
幸
い
に
し
て
未
た
リ
帰
る
。
而
し
て
隠
君
能
く
水
竹
琴
書
を
以
て
相
慰
籍
す
。
而
し
て
諸
君
子
な
る
者
は
乃
ち
出
処
斉
し
か
ら

ず
、
復
た
と
曉
昔
雅
集
の
盛
ん
な
る
が
如
く
な
ら
ず
、
挽
仰
磨
嘆
す
る
に
方
り
て
慨
然
と
し
て
懐
い
を
興
す
。
而
し
て
豫
章
の
熊
松
雪
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

婁
江
の
陸
良
貴
、
適
ま
隠
君
に
至
る
。
乃
ち
緯
席
を
列
べ
、
芳
姐
を
設
く
る
こ
と
、
碧
梧
翠
竹
の
間
に
干
い
て
す
。
相
与
に
投
壷
、
雅
歌

し
、
酒
を
飲
み
て
懐
ぷ
こ
と
甚
し
。
且
っ
席
に
即
き
て
詩
を
賦
す
。
碧
梧
棲
老
鳳
鳳
枝
を
以
て
韻
と
為
す
。
予
探
り
て
老
の
字
を
得
た
り
。

鎗
は
則
ち
各
の
属
す
る
所
有
り
。
詩
皆
成
る
。
独
り
松
雲
子
飲
む
こ
と
酎
わ
に
し
て
長
囎
し
て
上
馬
馳
せ
去
る
。
棲
の
字
を
分
か
ち
得
た

る
も
賦
せ
ず
と
云
う
。
」

　
長
い
間
音
信
不
通
で
あ
っ
た
友
が
帰
郷
し
た
の
に
対
し
て
、
ど
こ
か
ら
か
そ
の
情
報
を
得
て
招
待
状
を
出
す
細
か
な
気
配
り
が
う
か
が

わ
れ
る
。
そ
し
て
杜
甫
の
秋
興
八
首
の
一
句
老
分
韻
し
て
詩
を
賦
す
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
句
に
あ
ら
わ
れ
る
碧
梧
の
間
で
正
に
宴
会
を

開
く
と
い
う
ム
し
ド
の
作
り
方
、
　
（
逆
に
碧
梧
の
間
で
宴
会
を
開
い
た
の
で
、
こ
の
句
を
選
ん
だ
か
も
知
れ
ぬ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
）
サ
ロ

ン
の
主
と
し
て
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
、

　
こ
の
よ
う
に
出
来
あ
が
る
詩
そ
の
も
の
は
即
席
の
つ
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
文
学
的
雰
囲
気
を
作
る
企
ら
み
に
は
巧

み
で
あ
づ
た
人
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
濃
密
な
歴
史
感
覚
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
は
、
新
た
な
（
復
古
の
よ
う
で
あ
る
が
実
は
新
た
な
）
文
学
ジ
ャ
ン
ル
を
生
み
出
し
た
。
そ

れ
は
日
本
の
連
歌
に
あ
た
る
聯
句
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
無
論
、
韓
愈
の
「
石
鼎
聯
句
」
の
故
事
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
る
が
、
韓
愈
の
が



偶
然
に
出
来
あ
が
っ
た
も
の
で
追
随
者
が
あ
ま
り
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
玉
山
草
堂
で
の
も
の
は
、
い
か
に
も
サ
ロ
ン
の
狼

雑
な
雰
囲
気
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
は
じ
め
は
や
は
り
偶
然
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
ら
し
く
（
「
玉
山
撲
稿
」
所
収
、
「
可
詩
斎
夜
集
聯
句
及
び
そ
の
序
」
）
韓
愈
に
倣
っ
た
ま

じ
め
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
の
ご
と
く
セ
言
の
や
わ
ら
か
い
も
の
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
一
「
玉
山
撲
稿
」
所
収
）

「
書
画
紡
聯
句

　
三
月
三
日
、
楊
鉄
崖
と
書
画
紡
に
飲
む
。
侍
姫
素
雲
椰
子
酒
を
行
ら
す
。
遂
に
聯
句
を
成
す
こ
と
左
の
如
し
。

　
龍
門
の
上
客
駿
馬
を
下
り
一
瑛
一
洛
浦
の
佳
人
水
簾
に
上
る
。
璃
瑠
瓶
中
椰
蜜
酒
一
維
槙
一
…
…
」

　
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
当
時
重
要
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
こ
の
詩
の
序
に
い
う
ご
と
く
妓
女
を
侍
ら
す
こ
と
で
あ
り
、
大
い
に

文
学
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
楊
維
槙
の
い
く
つ
か
の
好
色
な
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
詩
の

序
の
如
き
明
文
は
少
な
い
の
で
実
態
は
わ
か
り
に
く
い
。

　
聯
句
は
あ
る
い
は
楊
維
槙
ら
の
力
で
更
に
発
展
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
元
末
の
大
混
乱
で
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

　
歴
史
感
覚
が
強
い
サ
ロ
ン
の
主
催
者
と
し
て
の
顧
徳
輝
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
歴
史
に
敏
感
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
の
主
流

が
現
在
ど
こ
に
あ
っ
て
、
将
来
ど
の
流
れ
が
残
る
か
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
よ
り
正
確
な
面
白
い
情

報
を
入
手
し
、
更
に
そ
の
情
報
を
他
人
に
も
わ
け
あ
た
え
る
、
現
代
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
よ
ば
れ
る
人
々
と
性
格
が
似
て
い
る
と
筆

者
は
考
え
る
。
顧
徳
輝
の
ご
と
き
人
々
が
、
文
芸
の
流
行
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
そ
れ
を
拡
げ
る
の
に
深
く
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
次
に

述
べ
る
。

　
そ
の
こ
と
が
も
っ
と
も
明
白
に
わ
か
る
の
は
、
彼
が
出
版
の
篤
志
家
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
「
玉
山
名
勝
集
」
や
「
草
堂
雅
集
」
等

で
、
彼
の
サ
ロ
ン
の
参
加
者
の
作
品
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
続
々
と
出
版
し
た
の
は
、
彼
が
元
末
の
文
学
史
に
対
し
て
果
し
た
大
き
な
貢
献

で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
あ
か
ら
さ
ま
な
行
動
で
な
く
、
先
の
聯
句
の
よ
う
に
新
し
い
気
運
に
素
早
く
コ
ミ
ッ
ト
す
る
面

を
論
じ
た
い
。

　
元
末
文
人
に
関
す
る
一
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
楊
維
槙
の
お
こ
し
た
新
た
な
文
学
運
動
に
彼
は
す
ぐ
に
追
随
し
た
。
楊
維
槙
は
当
時
の
青
年
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
、
鉄

崖
体
と
呼
ば
れ
る
楽
府
は
一
時
に
流
行
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
多
く
の
追
随
者
を
生
ん
だ
の
は
、
彼
が
創
始
し
た

と
い
っ
て
よ
い
、
　
「
西
湖
竹
枝
詞
」
と
い
う
詩
体
で
あ
る
。
古
楽
府
よ
り
も
簡
便
で
あ
る
の
で
、
広
い
地
域
に
、
後
々
の
時
代
ま
で
影
響

が
持
続
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
序
を
ひ
一
」
う
。
　
一
「
東
維
子
集
」
所
収
一

「
予
、
西
湖
に
閑
居
す
る
者
七
八
年
。
茅
山
外
史
張
貞
屠
、
菩
渓
郷
九
成
の
輩
と
噌
和
を
為
す
。
水
光
、
山
色
を
交
え
、
胸
次
に
浸
沈
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

し
め
、
一
時
の
尊
姐
粉
黛
の
習
を
洗
う
。
是
に
干
い
て
か
竹
枝
の
声
有
り
。
事
を
好
む
者
、
南
北
に
流
布
せ
し
む
。
名
人
韻
士
の
属
和
す

る
者
、
無
慮
百
家
。
道
に
諏
諭
を
揚
ぐ
。
古
人
の
教
え
は
広
し
。
是
の
風
一
た
び
変
じ
て
、
賢
妃
貞
婦
、
国
を
興
し
家
を
顕
し
、
而
し
て

　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
ゆ
る
が

列
女
伝
作
れ
り
。
風
謡
を
朱
る
者
、
其
れ
諸
を
忽
せ
に
す
可
け
ん
や
。
至
正
八
年
秋
七
月
。
会
稽
楊
維
槙
　
玉
山
草
堂
に
書
す
。
」

　
こ
の
序
は
恐
ら
く
西
湖
竹
枝
詞
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
（
現
在
の
も
の
は
後
世
の
輯
本
）
が
編
ま
れ
た
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
玉

山
草
堂
で
書
か
れ
た
こ
と
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。
あ
き
ら
か
に
、
顧
徳
輝
の
す
す
め
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
竹
枝
詞
は
、
唐
の
劉
萬
錫
が
当
時
の
民
歌
を
洗
練
し
て
創
始
し
た
も
の
に
学
ん
だ
も
の
で
、
天
下
第
一
の
景
勝
地
・
西
湖
を
題
材

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
字
の
く
り
返
し
を
好
み
、
平
灰
も
ル
ー
ズ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
楊
維
槙
ほ
こ
の
詩
体
を
な
ぜ
創
始
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
由
な
短
詩
型
文
学
を
発
展
さ
せ
た
い
芸
術
的
動
機
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
人
口
に
階
炎
し
や
す
く
唱
和
し
や
す
い
特
色
を
生
か
し
て
、
多
く
の
人
々
と
の
交
遊
の
材
料
と
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
。
す
な
わ
ち
自
分
だ
け
が
独
占
す
る
文
学
で
は
な
く
て
、
広
く
世
界
に
開
か
れ
た
文
学
を
目
指
し
た
の
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
楊
維
禎
の
西
湖
竹
枝
詞
の
第
一
首
が
そ
の
こ
と
を
暗
示
す
る
。

「
蘇
小
の
門
前
花
株
に
満
ち
、
蘇
公
の
堤
上
女
櫨
に
当
た
る
。
南
官
北
使
須
べ
か
ら
く
此
に
到
る
べ
し
。
．
江
南
の
西
湖
は
天
下
に
無
し
。
」

　
南
官
北
使
が
あ
つ
ま
る
西
湖
。
人
々
の
交
流
の
激
し
さ
は
過
去
の
幾
倍
に
も
な
っ
た
。
そ
の
社
会
の
変
化
に
あ
っ
た
簡
便
な
詩
形
が
必

要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
楊
維
槙
は
見
抜
い
た
の
だ
と
思
う
。

　
顧
徳
輝
も
早
速
噌
和
し
、
二
首
が
現
存
す
る
。
彼
の
息
子
達
四
人
も
作
品
を
残
し
て
い
る
。
　
一
「
西
湖
竹
枝
詞
」
）



　
と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
こ
の
「
西
湖
竹
枝
詞
」
の
盛
行
は
更
に
そ
の
少
し
前
の
「
宮
詞
」
の
流
行
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
楊
維

槙
作
の
「
宮
詞
」
の
序
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
だ

「
宮
詞
は
詩
家
の
大
香
奮
也
。
村
学
究
の
語
を
許
さ
ず
。
本
朝
の
宮
詞
を
為
る
者
は
多
し
。
或
い
は
典
故
を
用
い
る
に
拘
わ
り
、
又
或
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

は
国
語
を
用
い
る
に
拘
わ
る
。
皆
詩
体
を
損
す
。
天
暦
間
、
予
の
同
年
の
薩
天
錫
、
善
く
宮
詞
を
為
る
。
且
っ
予
に
什
を
和
す
る
を
索
む
。

通
じ
て
和
す
る
こ
と
二
十
章
。
今
十
二
章
を
存
す
。
」

　
元
朝
の
大
都
の
宮
廷
は
、
当
然
詩
人
と
し
て
詠
む
べ
き
題
材
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
七
言
絶
句
の
簡
便
な
詩
形
で
題
材
が
清
新
で
あ
っ
た

か
ら
、
大
い
に
流
行
し
た
。
楊
維
槙
は
こ
だ
わ
り
な
く
新
し
い
題
材
を
歌
う
。

「
難
人
暁
を
報
じ
五
門
開
く
。
歯
簿
の
千
官
虎
台
に
泊
ま
る
。
天
上
鵜
に
駕
す
、
先
ず
信
有
り
。
九
重
鷲
駕
上
都
よ
り
回
る
」

「
開
国
の
遺
音
、
楽
府
伝
わ
る
。
白
棚
飛
び
上
る
十
三
絃
。
大
金
の
優
諌
関
卿
在
り
。
伊
丑
ノ
扶
湯
劇
編
を
進
む
。
」

　
上
都
や
、
元
雑
劇
を
大
胆
に
題
材
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
顧
徳
輝
も
、
同
調
す
る
よ
う
に
宮
詞
を
作
っ
て
い
る
。
但
し
、
天
宝
宮
詞
と
題
し
て
、
唐
代
の
宮
廷
を
舞
台
と
し
て
い
る
が
、

「
寓
感
」
と
い
う
副
題
か
ら
見
れ
ば
、
恐
ら
く
当
時
の
宮
廷
を
風
刺
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
楊
維
槙
の
詩
作
に
敏
感
に
反
応
す
る
さ
ま
が
顧
徳
輝
に
は
見
ら
れ
る
。
現
代
の
見
方
で
は
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
と
し
て
排
せ

ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
か
く
の
ご
と
く
敏
感
に
新
気
運
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
模
倣
を
す
る
多
数
が
ひ
か
え
て
い
る
こ
と
は
文
学
の
発
展

に
と
っ
て
不
可
嵌
の
も
の
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
特
に
元
以
後
は
、
多
数
の
受
容
層
あ
っ
て
成
立
す
る
文
学
が
中
心
に
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

「
玉
山
草
堂
」
は
歴
史
の
主
流
に
位
置
す
る
こ
と
を
使
命
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
情
報
の
集
散
地
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
元
末

の
混
乱
で
、
顧
徳
輝
も
草
堂
も
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
存
在
な
く
し
て
は
、
超
一
流
の
揚
維
槙
の
文
学
の
盛
行
も
あ
り
え

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

元
末
文
人
に
関
す
る
一
試
論

三
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

〕
兀
詩
選
」
に
お
け
る
顧
徳
輝
の
伝
記
の
お
わ
n
・
に
、
「
元
詩
選
」
の
選
者
顧
嗣
立
自
身
が
、
玉
山
草
堂
の
遺
班
を
た
ず
ね
た
記
事
が
載
っ

て
い
る
。

「
エ
⊥
申
の
秋
、
余
犀
月
と
同
に
大
臨
を
尋
ぬ
。
界
渓
に
干
い
て
緯
撤
に
上
る
を
得
た
り
。
玉
山
遺
趾
を
尋
ぬ
、
山
色
の
湖
光
を
望
む
に
、

は
る緬

か
に
当
年
の
草
堂
の
文
酒
の
会
を
想
う
。
真
に
吾
が
家
の
千
載
の
一
佳
話
也
。
」




